
ーお箸の持ち方についてー
さくらんぼ組では、スプーンやフォーク中心で食事を食べていますが、３歳頃を迎えると、

お箸を使うことに興味をもつ子どもが増えてきます。

３歳頃からお箸の練習が始まり手指の発達機能が十分に育ってくる５歳以降から上手にお箸が使えるよう

になります。焦らずにゆっくり使ってみましょう♪

また、手指の発達には個人差があるため、箸を使い始めるサインを参考にしてくださいね。

～お箸の補助具について～

お箸用補助具が数多く売られています。補助具を使ってお

箸を使えるようになることで子ども達は『できた！』の気

持ちをはぐくみながら箸を使う動作に慣れていくことがで

きます。しかし、補助具を使うことで補助具に頼った持ち

方に慣れてしまい本来の正しいお箸の持ち方に癖がつきや

すくなることがあります。定期的にお箸の持ち方が崩れて

いないか確認してみましょう。

食事の際、片方の手を器に添えて食べる

ように勧めています。器に手を添えるこ

とで食べこぼしが少なくなってきました。

楽しく食べる事が一番ですが、姿勢にも

気を配りたいですね。


